
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第３教区第８９番東楊寺 

住所：福島県伊達市梁川町柳田町の内１３９ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が一部損壊し、観音堂が半壊となった。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 ・放射能汚染の影響があるが、行政の除染は進んでいない。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなり、避難した檀信徒がいるが、居住先はほぼ把握

できている。 

・檀信徒の役員さんが、自発的に色々と行動してくれている。 

地域の現状 

・放射能汚染の影響があるが、高い低いの判断は、当地に住む人々の中で

考えが分かれるところである。 

・原発事故の影響が少しずつ表れてきている。農業従事者が多いこの地域

では、ますます過疎化に拍車がかかったと感じる。 

復興の状況 

・９割程度復旧が進んでおり、３年以内の完了を目指している。 

・現在は、本堂での法要や庫裡での会合等ができるようになったが、この先

また大きな地震が発生した場合、それに対応する財力がない。 

（H25現在） 
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